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令和７年度廃棄物自主管理事業における「産業廃棄物処理計画 

実施状況報告書」の様式変更について（通知） 

 

 

本県の廃棄物行政の推進につきまして、日頃格別の御協力をいただき厚く 

お礼申し上げます。 

 さて、神奈川県と横浜市、川崎市、相模原市及び横須賀市では、廃棄物の排

出事業者が行う廃棄物減量化等の取組みを支援することを目的に、協働して廃

棄物自主管理事業を行っております。 

同事業で毎年４月から６月にかけて、産業廃棄物の多量排出事業者に対し、

前年度の処理状況及び当年度の処理計画の提出を求めており、令和７年度提出

分から、廃プラスチック類の再資源化等の状況についても記載するよう、提出

様式を変更する予定です。 

廃棄物の多量排出事業者に対しては、廃棄物自主管理説明会にて別添により

周知しています。 

このことに伴い、処理を受託した廃プラスチック類の再資源化方法や再資源

化量について、排出事業者から委託先の処理業者の皆様へ問い合わせが入る可

能性がありますため、貴協会会員へ周知くださるようお願いします。 

 

 

変更概要 

様式名称 令和７年度産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式３） 

（令和６年度処理実績） 

変更内容 廃プラスチック類の再資源化等の状況について、「マテリアルリ

サイクル、ケミカルリサイクル、サーマルリカバリー（RPF等含）、

その他」の４区分の処理委託量を記載する欄を追加 

 

問合せ先 

神奈川県廃棄物自主管理調整会議事務局 

（神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課指導グループ） 

鈴木、龍崎 

電話：(045)210-4159 



自主管理事業における廃プラスチック類の処理状況の把握について 

 

 

〇 プラスチック資源循環法上の排出事業者の責務 

 プラスチック資源循環法では、排出事業者がプラスチック使用製品産業廃棄物等の排出

の抑制及び再資源化等を実施する際には、必要な事情に配慮した上で、可能な限り、①排出

を抑制する、②適切に分別する、③再資源化を行うことができるものは再資源化を行う、④

再資源化ができないものでも、熱回収を行うことができるものは、熱回収を行う、という優

先順位に従うこととされています。 

 ※ 排出事業者･･･事務所、工場、店舗等で事業を行う多くの事業者（小規模企業者等を除く） 

 

○ 「排出事業者の判断基準命令」に基づく排出の抑制･再資源化等に係る目標設定､公表等 

多量排出事業者･･･前年度におけるプラスチック使用製品産業廃棄物等の排出量が 

２５０トン以上である排出事業者 

‣ 排出の抑制及び再資源化等に関する目標を定め、これを達成するための取組を計

画的に行う 

‣ 毎年度、前年度の排出量及び目標の達成状況に関する情報をインターネット等で

公表するよう努める 

排出事業者（多量排出事業者を除く。） 

‣ 毎年度、前年度の排出量と、排出の抑制及び再資源化等の状況に関する情報をイン

ターネット等で公表するよう努める 

 

〇 自主管理事業での報告 

自主管理事業の中で、プラスチックの再資源化等の詳細の報告を求めることにより、各排

出事業者はマテリアル・ケミカル・熱回収・その他の割合を自ら把握することとなり、再資

源化及び熱回収等の現状を把握し、プラスチック資源循環法の要請に応えることになりま

す。 

 

 

〇 様式の改正 

令和７年度の報告から、様式３（産業廃棄物処理計画実施状況報告書）を改正し、廃プラ

スチック類の再生利用の項目をマテリアルリサイクル、ケミカルリサイクル、サーマルリカ

バリー（熱回収）、その他に区分します。 

（裏面参照） 



↓ 注意：本年度の目標量のみでフロー図の実績データがない場合にも、本年度目標データを該当欄に入力してください

【セル色の説明】 ：内容・データ等を入力してください 自主

：自動処理されるので、変更できません。 　

別紙処理フロー ：

令和６年度に発生した産業廃棄物ごとの量と処理計画の実施結果
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注）右上のフローには、令和４年度の実績値を記載してください。下表の
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上フローに記載された令和４年度実績値が自動的に計算されます。
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令和４年度
実績値

自社の他事業場での
処理量

②＋⑧　自ら再生利用を行っ
た量

0.0 0.0

⑤　自ら熱回収を行った量 0.0 0.0

⑩のうち再生利用業者への
処理委託量
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⑬　認定熱回収業者への処
理委託量

10.0 30.0 最終処分委託量

⑩のうち優良認定処理業
者への処理委託量

⑭
⑩のうち認定熱回収業者以
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ｿ.　鉱さい
ﾀ.　がれき類
ﾁ.　動物のふん尿
ﾂ.　動物の死体
ﾃ.　ばいじん
ト.　混合廃棄物その他

⑭　認定熱回収業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量 5.0 10.0

ｱ.　燃え殻
ｲ.　汚泥
ｳ.　廃油
ｴ.　廃酸
ｵ.　廃アルカリ
ｶ.　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
ｷ.　紙くず

ｸ.　木くず
ｹ.　繊維くず
ｺ.　動植物性残さ
ｻ.　動物系固形不要物
ｼ.　ゴムくず
ｽ.　金属くず
ｾ.　ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず

⑫　再生利用業者への処理
委託量

240.0 240.0

 

 

 

 

 

 

 

 

自主管理事業における廃プラスチック類の処理状況（再資源化等）の現状を把握するため、令和７年度提出

より（様式３）別紙処理フローの（目的別内訳）再生利用前委託量は、次の４つへ振り分け記載してください。 

【例】 

マテリアル 
①プラ原料化 

②プラ製品化 

ケミカル 
①原料・モノマー化 

②高炉還元剤 

③コークス炉化学原料化 

④ガス化・油化（化学原料としての利用） 

サーマル 

（RPF 等含） 

①固形燃料（RPF）化 

②セメント原・燃料化（セメント精製過程における燃料使用のみ） 

③ガス化・油化（燃料としての利用のみ） 

その他 
上記サーマルリカバリーに該当しない焼却量（単純焼却して、焼却灰を路盤材

等に再利用する場合等）を入力してください。 

【参考】以下は、（様式３）「産業廃棄物処理計画実施状況報告書（前年度実績）」の「廃プラスチック類」

別紙処理フローを抜粋したものです。 

※別紙処理フローの変更は「廃プラスチック類」のみとなります。 

令和７年度の提出より 

「産業廃棄物処理計画実施状況報告書」
（様式３）の様式が変わります 

-廃プラスチック類の処理フローの変更- 

（目的別内訳）
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令和６年４月 神奈川県廃棄物自主管理調整会議 作成 


